
　東日本大震災津波からの復興を支
援するため、大阪府から岩手県に無
償で譲渡された「ガントリークレー
ン」を、9月 23日（土）、供用開始
しました。
　ガントリークレーンは、コンテナ
の積み下ろしに使う大型のクレーン
で、本県の港への導入は初めて。
　譲渡されたガントリークレーンは、
高さ約 56メートル（ブームアップ
時約 76メートル）、重さ約 600ト

ン。1時間に 25～40個のコンテナ
を運ぶことができ、現在、釜石港に
設置されているクレーンの 3倍以上
の能力があります。
　発災以降、大阪府は府職員を本県
に派遣するなど継続的な支援を行っ
ており、今回の譲渡は、府職員の橋
渡しによって実現されました。
　8月 3日（木）､大阪府庁で行われ
た「ガントリークレーン贈呈式」で
は、松井大阪府知事から達増知事に

キーのレプリカが贈呈され、松井大
阪府知事は「東北の復興と成長に寄
与できればうれしい。」とメッセージ
を送りました。
　釜石港では外貿ダイレクトのコン
テナ定期航路の就航が今秋に予定さ
れる中、ガントリークレーン供用開
始により、大型コンテナ船への荷役
対応が可能となることで、本県の物
流に大きな期待が寄せられています。

がんばろう ! 岩手　つながろう ! 岩手 第129号　平成29年 9月号

復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をい
ただいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」
を大切にしていきたいと思います。
復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

大阪府から復興支援で無償譲渡された｢ガントリークレーン｣が供用開始 釜石市
KAMAISHI

陸揚げされたガントリークレーン松井大阪府知事（左）からのキーレプリカの贈呈

平成29年【第2回】
　岩手県では、東日本大震災津波からの復興状況を定期的に把握
するため、「いわて復興ウォッチャー調査」を実施しています。
　これは、被災地域に居住又は就労している方々を対象に、半年
に 1回実施するものです。
　今回は、平成 29年第 2回（平成 29年 7月実施）の調査結果か
ら、主なデータを紹介します。

　復興道路の完成や災害公営住宅等の入居により、生活環境が改
善され、目に見えて完成イメージをつかめるようになったと評価
する声がある一方、今後の地域コミュニティの活動が課題との声
がありました。

被災者の生活の回復に対する実感
「回復」又は「やや回復」：83.5%　（前回調査：78.6％）

　商業施設の完成により、地域経済が徐々に回復しているという
声がある一方、人手不足や販路確保など、不安を訴える声があり
ました。

地域経済の回復に対する実感
「回復」又は「やや回復」：62.8％　（前回調査：53.6％）

災害に強い安全なまちづくりに対する実感
｢達成｣又は｢やや達成｣：50.4％　（前回調査：45.9％）

　防潮堤、宅地整備、復興道路の整備が進み、目に見える形での
復興が着実に進んでいると評価する声がある一方、地域により進
捗に差が生じているとの声がありました。また、防災意識の醸成
が必要との声もありました。平成29年【第 2回】「いわて復興ウォッチャー調査」 検索詳しくは

「新しい東北」復興・創生顕彰とは？
復興庁では、震災復興を契機に、我が国や世界のモデルとなる「新しい東北」を創造すべく、
民間の人材・ノウハウを活用しながら、様々な取り組みを進めています。
震災復興に貢献されておられる民間の方々を顕彰することで、そうした方々の活動を広く発
信するとともに、被災地内外への普及展開を促進することを目指します。

「新しい東北」官民連携推進協議会のHP　https://newtohoku.secure.force.com/kenshou/
【対象】民間の方々（NPO、企業、大学、個人等）で、この一年間において、「新しい東北」の実現に向けて活動してこられた方
【応募期間】10月 1日～ 11月 30日

「いわて復興ウォッチャー調査」のデータから
釜石港に曳航されるガントリークレーン



野田中学校
校庭の復旧工事完了
　野田村立野田中学校（菊地理校長、生徒９６人）の校
庭には、平成 23年 5月、東日本大震災津波により被災
した住民のための応急仮設住宅が建設され、当初は、村
最大の 112世帯が入居していました。
　野田中学校では校庭の使用が困難な状況が続きました
が、自力での再建や高台での災害公営住宅の造成が進ん
だことで、平成 28年 8月から校庭にある応急仮設住宅
の解体･撤去が始まりました。そして平成 29年 8月 22
日（火）､校庭の復旧工事が完了し、工事関係者や工事発
注者である県などによる最終確認が行われました。
　校庭の利用が再開したことで、子どもたちの教育環境
が整うと同時に、復興に向けたひとつの区切りとなりま
した。

野田村

　JR山田線・宮古～釜石間　（55.4 キロ）は､東日本大
震災津波で被災し運転を休止していますが、平成 31年
春、第三セクターの三陸鉄道に移管され、運転が再開さ
れる予定です。
　これに向けて､8月 11日（金）から 12日（土）まで
の 2日間、再建される大槌駅駅舎のデザインを投票で決
める「大槌駅デザイン総選挙」が、商業施設シーサイド
タウンマスト（大槌町小鎚）で開催されました。
　このイベントは、町内外の多くの人が投票することで
駅に親しみを持ってもらおうと大槌町が企画。最も支持
を集めたデザイン案が新駅舎として採用されるものです。
　発表されたデザインは、大槌湾の蓬莱島（ほうらいじ
ま）をモチーフにした「ひょうたん島」案、江戸時代の
代官所をモチーフにした「代官所」案、波と日の出をイ
メージした「海」案の３案。投票には、1,701 人が参加。
お気に入りの駅舎にシールを張り投票した結果、｢ひょう
たん島」案が 919票を集め、採用となりました。
　新駅舎は平成 30年 7月に着工、同年 12月の完成を
目指します。

新｢大槌駅舎」
総選挙でデザイン決定

岩手県 東日本大震災津波の記録 2011.3.11

1. 被害の概要
　野田村の被害の 5割を占めるのは、野田漁港などで
壊滅的な被害を受けた農林水産関係で､被害額は 29億
2,222 万円にのぼります。
　それに次いで被害が大きかったのが、庁舎・村営住
宅・住家等の建物被害で 16億 8,932 万円となってい
ます。

● 津波痕跡高
 21.4m　野田湾
● 死者　38人
● 行方不明者　0人
● 負傷者　19人
● 家屋倒壊　479棟

あの日何があったのか。今一度、沿岸市町村別に東日本大震災津波を振り返り、御紹介します。

野田村

野田村

荒野と化した集落（写真提供：野田村）

１位になった「ひょうたん島」案
（写真提供：大槌町）

NODA
大槌町
OTSUCHI

復旧が進む「十府ヶ浦海岸」甚大な被害を受けた市街地（写真提供：野田村）

2. 日頃からの防災意識が園児を救った
　野田村保育所は、津波によって建物が流失しました
が、園児 81人と職員 14人は全員無事でした。
　津波到達までの目安である 15分以内に園児を避難
させるのは困難と考えられ、保育所では乳児 10人が
乗れる手押し乳母車「避難車」を事前に購入。避難経
路を見直すなど、日
頃からの防災対策が
犠牲者ゼロにつなが
りました。

発災後、野田中学校の校庭に並ぶ応急仮設住宅（写真提供：野田村）

復旧工事が完了した野田中学校の校庭「総選挙」での投票の様子



釜石まつり
場所▶釜石市中心部、釜石港内

　　　　　土曜日には、「曳き船まつり」が行われ、
　　　　　お召船を中心に虎舞や神楽を乗せた十数
隻の船が大漁旗をなびかせて釜石港内をパレードし
ます。また、日曜日には市内目抜き通りを虎舞や神
楽、山車、手踊りのほか神輿が渡御します。　　　

釜石まつり実行委員会
（釜石観光物産協会内）
☎ 0193-27-8172

問い合わせ

釜石市
KAMAISHI10/13

金

10/15
日

おいでよ三陸！

平庭闘牛大会
もみじ場所

場所▶平庭高原闘牛場（久慈市山形町）
東北地方で唯一開催されている闘牛大会。迫力ある
闘牛を間近で見ることができ、家族でも楽しめるイ
ベントです。豪華景品が当たる大抽選会、短角牛串
焼き、久慈まめぶ汁などの販売も行われます。

いわて平庭高原闘牛会事務局
（久慈市役所山形総合支所産業建設課内）　
☎ 0194-72-2111

問い合わせ

10/15
日

久慈市
KUJI

　岩手県の県北に位置する普代村､軽米町､洋野町の３町
村が連携して、地域の特産品のコンブ、エゴマ、ホウレ
ンソウを原料として練り込んだ「いわて県北三大麺」を
開発し、8月 11日（金）から盛岡市の「Ｎａｎａｋ（な
なっく）」や「らら・いわて」などで販売を開始しまし
た。
　これは、6次産業化を推進し、県北の地域食材のブラ
ンド化を図ることを目的に、県の「食のプロフェッショ
ナルチームアドバイザー」である料理研究家の小野寺惠
さんの監修を受け、開発・商品化されたものです。
　開発・商品化されたのは、コンブの持つ磯の香りが広
がるのどごしなめらかな「ふだい昆布らーめん」エゴマ
の香ばしい風味とモチモチ食感の「軽米えごまめん（冷
麦）」、ホウレンソウの鮮やかなグリーンの色合いと爽や
かな食感の「洋野ほうれん草めん（うどん）」の 3種類。
　「いわて県北三大麺」は､全国的に知名度の高い盛岡冷
麺、わんこそば、盛岡じゃじゃ麺の「盛岡三大麺」に続
く、新たな三大麺として期待が寄せられています。

「いわて県北三大麺」のパッケージ

普代村・軽米町・洋野町「いわて県北三大麺」
商品化 FUDAI・KARUMAI・HIRONO

風味豊かな「いわて県北三大麺」

さんりくイベント情報
全国太鼓
フェスティバル

場所▶陸前高田市立第一中学校体育館

全国太鼓フェスティバル実行委員会事務局
（陸前高田市役所企画部商工観光課内）
☎ 0192-54-2111

問い合わせ

陸前高田市
RIKUZEN
TAKATA

10/15
日

「いのちは、鼓動からはじまる」をキャッチフレー
ズに、平成元年にスタート。全国の有名な伝統太鼓
や創作太鼓の競演は、多くの観衆を魅了します。今
では太鼓の甲子園とも呼ばれるようになった全国屈
指の太鼓フェスティバルです。

　東日本大震災津波と熊本地震で被災した岩手､宮城､福
島、熊本の 4県産の米（ひとめぼれ）を原料に、復興へ
の願いやこれまでの支援に対する感謝の気持ちを込めて
造られた日本酒「絆結（きゆ）」が完成し、8月 22日
（火）から 23日（水）までの 2日間､東京国際フォーラ
ム（東京都千代田区）で開催された「2017“ よい仕事
おこし ”フェア」（主催：城南信用金庫）でお披露目､限
定販売されました。
　被災地復興応援～日本を明るく元気に～をテーマとし
た同フェアは、城南信用金庫（東京都品川区）が全国の
信用金庫と協力し、平成 24年から開催されているもの
で､今年で 6回目。フェアの一環として行われた日本酒
醸造の「興（お）こし酒プロジェクト」は、城南信用金
庫が企画、4県にある 15の信用金庫が協力したもの。
　福島県会津坂下町の曙酒造によって純米大吟醸酒に仕
上げられた「絆結」は、各
地の人々が強い絆を結んで
ほしいという願いと、日本
酒ならではの「キュっと一
杯」飲んでほしいとの思い
から名付けられ、フルーテ
ィーな味わいが特徴。720
ミリリットル 1本 2,600 円
（税抜き）で販売され､1本
当たり 200円が被災 4県
に寄付されます。

岩手県・宮城県
福島県・熊本県

被災4県産の米で
日本酒「絆結」完成

限定販売された「絆結」
（写真提供：城南信用金庫）

第9回秋のさんてつ祭り
今年で第 9回目を迎える「秋のさんてつ祭り」。
車両基地では、各ステージイベントのほか、軌道自転車（線路の点検時に移動用と
して使用される自転車）の乗車体験、本物の車両を 3ｍ引っ張ってタイムを競い合
う、車両綱引き大会などが行われます。
三鉄ファンだけでなく、地元の方々にもお楽しみいただけるお祭りです。

■問い合わせ■三陸鉄道株式会社 北リアス線運行部  ☎  0194-52-3411

開催日：11月 5日（日）
時間： 10：00～ 15：00　※予定
会場：久慈市川崎町・三陸鉄道北リアス線運行部車両基地など

久慈市
KUJI

軌道自転車の乗車体験 車両綱引きの様子

無料

昨年の「さんてつ祭り」より（写真提供：三陸鉄道株式会社）



いわて震災津波アーカイブ～希望～

いわて震災津波アーカイブ 検索

いわて復興だより 第 129号　平成 29年 9月 25日号　企画・発行：岩手県復興局復興推進課　☎ 019-629-6945
編集・印刷：シナプス

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 29年 10月 25日号の発行を予定しています。

いわて復興だより Web
一部ニュース、未来のさんりくびとを
動画で紹介。
ビジュアル豊富なWebもご覧下さい。

20万点を超える資料を検索・閲覧できます。

岩泉町生まれ。
岩泉町立小本小学校、小本中学校を卒業し、宮古高
校へ進学。
高校卒業後は岩泉町役場に勤務し、現在、岩泉町選
挙管理委員会事務局に所属する傍ら、岩泉町の郷土
芸能である「中野七頭舞」保存会の副会長として､郷
土芸能の継承、指導にあたる。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を
注いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、
毎号、復興への熱い想いを秘めた若者を紹介してい
きます。第 74回目は､石黒保幸さんを紹介します。

石黒さんからのひと言：
郷土芸能で
地域に元気を

郷土芸能で繋がる交流

「中野七頭舞保存会」副会長
石黒 保幸

（いしぐろ やすゆき）さん

ちが中野七頭舞を演じ知ってもらえれば、自然
と岩泉との繋がりが生まれると思います。」と、
自然体での郷土芸能への取り組みを語ります。
魅力ある岩泉町の交流人口増に期待

　「中野七頭舞」は､沿岸の黒森神楽の舞いを取
り入れ、五穀豊穣、家内安全、大漁を祈願した
郷土芸能。｢先打ち｣「谷地払い」「薙刀」「太刀」
「杵」「小鳥」「ササラスリ」の七つの道具を使用
し、演舞の基本は、2人 1組、7組の計 14人
で舞うのが特徴。
　その継承と指導を行う石黒さんは､「郷土芸能
を通して色々な地域と交流があります。自分た

　昨年 8月の台風第 10号で甚大な被害を受け
た岩泉町。「東日本大震災津波発災の時は､沿岸
地域がなくなったという絶望感がありましたが、
昨年の台風被災時は、沿岸部も内陸部も含み、
まち全体がなくなったのではないかという絶望
感と不安感に襲われました。台風被害からの復
興も進み、大勢のボランティアが必要だった時
期は過ぎたと思いますが、まだ人手は足りず、
手伝って欲しい状況は続いています。｣と台風被
害からの復興状況を話す石黒さん。
　岩泉町の魅力について、石黒さんは､「岩泉町
には龍泉洞があり、海には豊富な海産物、山に
はマツタケがあります。岩泉町は内陸から遠い
位置にありますが、自然や美味しいものが好き
な方、比較的時間に余裕がある方には魅力を感
じてもらえるまちだと思います。」と､これから
の交流人口の増加に期待を寄せます。

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

岩手県の被害状況 平成29年 8月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,121 人
　　　　　　死者（関連死）：463人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,077 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶義援金受付状況　約 185億 7,027 万円（95,029 件）
▶寄付金受付状況　約 198億 6,823 万円（8,287 件）
▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 90億 8,710 万円（20,477 件）

平成 29年 8月 31日現在

<<<

ぶらり三陸

　9月 3日（日）､岩泉町小本地区に、
産直施設「浜の駅おもと 愛土館（あ
いどかん）」がオープンしました。
　施設名称の由来である「あいどが
ん」は、方言で「一緒に行きましょ
う」という意味。
　直売コーナーで販売されている鮮
魚は、地元の漁師や漁協の自営定置
網船で獲った魚を直接持ち込むので、
鮮度が抜群。
　食堂では、ドンコの肝入りたたき
など地元の食材が豊富な「龍甲海鮮

産直施設｢浜の駅おもと 愛土館｣オープン 岩泉町
IWAIZUMI

地域で賑わいを見せる「産直」ですが、「浜の駅おもと 愛土館（あいどかん）」は、漁師が獲った魚を直接持ち込む
「海の産直」。その鮮度は抜群！もちろん農産物、特産品も取り揃えお待ちしています。

住所■岩手県下閉伊郡岩泉町小本字小本 6-25
営業時間■
・直売コーナー：8：30～ 18：30
　　（11月～ 3月は 17：30閉店）
・食堂コーナー：11：00～ 15：00
　　（ラストオーダー 14：30）
※ 食堂コーナーの営業は、土・日・祝日・お盆
※ 平日についての予約は要相談
問い合わせ■TEL：0194-32-3288 人気の「龍甲海鮮丼」（写真提供：浜の駅おもと 愛土館）

丼」、ヘラガニのスープを使用し､磯
の香りがただよう｢小本浜ラーメン」、
めかぶをトッピングした「めかぶそ
ば」が人気。　　　

迫力ある “マッコウクジラ ”の復元モデル
　また、毎月最終日曜日には定期市
が開催される予定で、三陸沿岸の旅
の立ち寄りにオススメの施設です。


